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環境社会報告書 2012

１ . 環境方針

「地球環境にやさしい企業活動を行う」 を企業理念に、

当社は環境保全活動を行っています。

＜環境理念＞
当社は、＜豊かな自然に恵まれた地球＞、 その環境を永遠に保っていくことが我々人類の

果たすべき使命であると自覚し、 環境に配慮した製品造りを行い、 良き社会の一員として

地球環境にやさしい企業活動を行います。

＜行動指針＞
１） 総合包装企業として包装資材及び包装機械の開発販売並びに受託包装加工を事業と

している当社は、 エネルギー使用に起因する地球の温暖化、 容器包装廃棄物による地

球の荒廃等の地球環境をとりまく諸問題を真摯に受け止め、 当社の企業活動から生じ

るこうした環境汚染の発生を予防し、 環境への影響を可能な限り減少させるための改

善に努力します。

①容器包装廃棄物の削減とリサイクル化の推進

②省エネルギーの推進 （CO2 排出量の削減）

③環境負荷低減製品の拡販及び開発

④環境に負荷の少ない製品の製造

⑤業務効率化等プラス側面の取組み

　上記事項の改善のため環境目的及び目標を設定し、 その実現に向けた改善プログラ

ムを策定、 実施します。 そして定期的にその達成度を確認し、 その見直しを図り、 これ

により環境保全のため継続的改善に努めます。

２） 当社は、 事業活動に伴い適用されるあらゆる環境関連の法規制及び当社の同意した

環境上のその他の要求事項を順守します。 

３） 当社は、 この環境方針を全社員又は当社のために働く全ての人に周知徹底させるため

に教育啓発活動を実施します。 

４） 当社は、 一般の人からの要求に応じこの環境方針を提供します。
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２ . 環境マネジメントシステム
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＜ISO14001の運用管理状況＞

＜環境保全推進組織＞

＜部門長スキルアップセミナー＞

　2012 年 10 月に栃木工場、 12 月に本社に外部より講師を

招いて、 全事業所のＩＳＯ部門長と所属部署の管理職を対象

に、 「ＥＭＳを経営戦略につなげるためのリーダーシップ」 と題

した勉強会を開催しました。 2 回の勉強会で合計 68 名の参

加となりました。

年　月 経　緯

2 0 0 2年 3月 関東地区(東京支店、栃木工場)にて当社として初めて認証取得

本社地区(関東地区を除く全部門)にて認証取得

関東地区と本社地区を統合し、当社のＥＭＳを構築

初めての更新審査を受審し、認証継続が承認される

2回目の更新審査を受審し、認証継続が承認される

3回目の更新審査を受審し、認証継続が承認される

2 0 0 3年 3月

2 0 0 4年 3月

2 0 0 6年 3月

2 0 0 9年 3月

2 0 1 2年 3月

トップマネジメント

内部監査チーム

本社管理
統括

管理 営業 営業 製造 製造

業務 管理 管理 管理

品証 包技研 品管 品管

生産技術 包装技術開発研究所

本社営業
統括

東京支店
統括

栃木工場
統括

神戸工場
統括

生産技術
統括

包装技術開発研究所
統括

環境管理責任者 環境保全推進委員会

ＩＳＯ推進室

環境包装プロジェクト
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3. 環境パフォーマンス
 (2012 年の活動目標と活動実績 ) 

項　目 達成度目　標 実　績
CO2排出量削減

×
工場の CO２排出量 2010 年比 2％削減
※工場の稼動によるＣＯ２の変動を加味し、
原単位 ( 生産金額 ) で計算しています。

工場の CO２排出量 2010 年比 12％増加
１．省エネルギーに繋がる設備の導入
２．ノー残業デイ、クールビズの活動実施

○
オフィスの CO２排出量 2010 年比 2％
削減

オフィスの CO２排出量 2010 年比 24％削減　
１．デスクライトを設置し、昼間の照明をOFF
２．ノー残業デイ、クールビズの活動実施

廃棄物削減

○

埋立て廃棄物量 2010 年比 4％削減
※工場の稼動による廃棄物の変動を加味し、
原単位 ( 生産金額 ) で計算しています。
PTP などの廃棄物を埋立て処理からリサ
イクル処理に変更

埋立て廃棄物量 2010 年比 20％削減

環境負荷低減商品
の開発 ×

環境にやさしい包装商品を 7件開発 環境にやさしい包装商品を 4件開発
環境にやさしい包装商品を開発するための情報
収集を実施

環境負荷低減商品
の拡販 ○

年間 8,500 万以上の販売 実績：年間 8,578 万円の販売

環境マネジメント
の推進 ○

EMS 手法に沿った継続的改善活動を
ISO 推進室が全部門に対して推進する

内部監査、外部監査で重大な指摘もなし、目標
達成に向けて推進活動を推進

環境に負荷の少な
い製品の製造 ○

包装機械の稼働率・収率の向上 栃木工場・神戸工場の包装機械の稼働率、収率
ともに改善活動実施

環境教育の推進

×

1. 全社員を対象とした勉強会を
　年 2回実施
2. 環境情報を社内報に掲載し、
　全社員へ３回の啓蒙

勉強会を 1回実施
社内報に 4回の啓蒙を実施

仕入先、委託先へ
の環境保全活動実
施の啓蒙

○
環境保全活動への取り組み先が新たに
１社以上増える

仕入先様に環境アンケートを送付し、委託先様
に対しては啓蒙を実施し、取り組み先が新たに
１社増加した

法規制及び当社の
同意した環境上の
要求事項の順守

○
法規制の動向を常に注視し、規制事項
の順守を行うべく、3ヶ月に一度、法
規制改訂を調査し、順守状況の確認

11 月、2 月、5 月、8 月に各事業所の法規制順
守の確認を実施。法規制の改訂についても半年
に一度、実施した

業務効率化等プラ
ス側面への取組み ○

10 部門で業務の効率化活動を実施、
全ての部門で業務効率化を図る

10 部門で業務効率化活動を実施し、10 部門と
も、効率化できた

※CO２の排出量については、 環境省の 『温室効果ガス排出量算定 ・ 報告マニュアル』 をもとに算出しています。

電力 ・ ガスについては、 それぞれ公表されている各社の CO２排出係数 （2010 年版 （調整後）） を使用しています。
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事業活動のマテリアルバランス

　当社の生産とはお客様から原材料をお預かりし、 内容物を包装する受託加工を行う

ことです。

「生産でのインプット」 の水は製品原料として使用しています。

※CO２の排出量については、 環境省の 『温室効果ガス排出量算定 ・ 報告マニュアル』 をもとに算出しています。

電力・ガスについては、それぞれ公表されている各社の CO２排出係数 （2010 年版 （調整後）） を使用しています。

環境指標一覧

生産でのインプット
電力　5,367 千 kwh
ガス　　507 千㎥
水　　 　17 千㎥

生産でのアウトプット
CO２の排出量
電力　 　1,827t-CO２
ガス　 　1,110t-CO２
廃棄物量    180t
: 内リサイクル量 149t

生産
神戸工場
栃木工場
愛媛工場

オフィスでの
　　　　インプット
電力　　269 千 kwh

オフィスでのアウトプット
CO２の排出量
電力　  　80t-CO２

オフィス
本社
流通センター
東京支店
名古屋営業所
富山営業所

0
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8,000
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1000t

電力千 kwh ＣＯ２

電力

ＣＯ２排出量

0ｔ

5.636千kwh

ガス（千㎥） ＣＯ２
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0

50

100

150

200

250

300

350

2012 年2011 年2010 年2009 年2008 年

廃棄物総量
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【環境保全活動の紹介】

　当社の事業活動における電力使用量、 ガス使用量、 水使用量、 廃棄総物量ともに

削減しました。 電力 ・ ガスについてはボイラーの稼動の効率化、 廃棄物については分

別の徹底、 水使用量削減については、 吸収式冷凍機の２台稼動条件の見直しなど活

動を実施しました。

①省エネルギーの推進

　毎年、 当社全体で実施していますクールビズ以外に、

関西電力管内では電力供給量が不足する問題もあり、

7 月～ 9 月の間、 本社で夏の節電運動を実施しました。

主な内容としては、 本社では日中執務室内を消灯し、

LED デスクライトのみで業務活動を行い、 空調の使用時

間を一時間削減 （業務開始 30 分後に稼動、 終業 30

分前に停止）、 また、 1 ヶ月に一度、 ノー残業デイを実

施し、 7 月～ 9 月の期間で昨年と比較すると約 16％削

減となりました。

　また、 栃木工場では電力削減のため、 室外機にサン

シェード ( 日よけ ) をまき、 室外機のエネルギー効率を減

らす活動を実施しました。 室外機の電力使用量を昨年と

比較すると約 10％削減となりました。

②リサイクルの推進

　神戸工場から出される廃棄物の一部はこれまで埋立て処理をしていましたが、

2012 年 9 月に廃棄処理場を変更し、 サーマルリサイクルに変更しました。 今後は、

廃棄物の分別活動の徹底、 マテリアルリサイクル化を検討し、 80％で推移していた

リサイクル率（2012 年は 83%）をさらに向上させるべく、活動を実施してまいります。

【環境会計報告】

　当社では、 環境保全のための投資や費用を定量的に把握し、 その投資効果や費用

対効果を知るために、 環境会計を導入しています。 2011 年までは、 製造部門である、

栃木工場 ・ 神戸工場を対象に集計した環境保全コスト並びに投資額を掲載していまし

たが、 2012 年より、 本社 ・ 流通センター ・ 東京支店 ・ 名古屋営業所 ・ 富山営業所

を対象範囲に加え拡大いたしました。

17

サンシェードの設置 （栃木工場）

本社オフィス日中は室内電灯を消灯、

LEDデスクライトを使用
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対象期間 ・ 集計範囲

集計期間 ： 2011 年 10 月 21 日～ 2012 年 10 月 20 日

集計範囲 ： 栃木工場 ・ 神戸工場 ・ 本社 ・ 流通センター ・ 東京支店 ・ 名古屋営業所 ・ 富山営業所

集計方法 ： 環境省 「環境会計ガイドライン 2005 年版」 を参考に集計

集計結果                                                        　　主な投資の内容

　

【法規制及びその他の要求事項の順守】

　法令の順守は社会に支えられてこそ存続可能な企業にとって最低限の責務といえます。

当社に適用される法令はもちろん、 関連する法令の順守も常に意識し、 2012 年も

活動しました。

当社に適用される環境関連法令は以下の通りです。

①廃棄物関連 ： 「廃棄物処理法」

②リサイクル関連 ： 「容器包装リサイクル法」、 「家電リサイクル法」、 「建築資材リサイクル法」

③騒音、 振動関連 ： 「騒音規制法」、 「振動規制法」

④水質関連 ： 「下水道法」、 「水質汚濁防止法」、 「浄化槽法」

⑤その他 ： 「省エネ法」、「消防法」、「工場立地法」、「フロン回収破壊法」、「電気事業法」

さらに関連の条例も順守対象となります。

　環境関連の法規制は世界的な環境保全推進の中で、 頻繁に改正が実施されるため

改正情報を早急に把握することが必要です。 当社では年４回、 関連法規制改正の最

新情報を調査し、 順法の定期評価を実施しました。

【環境コミュニケーション】

　 ISO活動の一環として、 お取引先様に環境保全についての啓蒙活動を実施しました。

生産企画部門 ： 14 社の製造委託先を訪問し、 環境保全活動の推進と環境法規制

の順守確認を行いました。 東京支店管理部門 ： 主要取引先様 10 社に環境保全の

アンケート調査を行い、 その後、 お取引先様にお越し頂き、 品質向上と環境について

の勉強会を行いました。

　本社品質保証部門 ： お取引先様に品質向上、 不良品の発生防止に向けての啓蒙

活動を月４件以上、 活動しました。

18

環境保全コストの分類

合計

費用額（千円）投資額（千円）

１）事業エリア
　　内コスト

２）上・下流コスト
３）管理活動コスト
４）研究開発コスト
５）社会活動コスト
６）環境損傷対応コスト

①公害防止コスト
②地球環境保全コスト
③資源循環コスト

－
1,550
－
－
－
－
－
－

1,550

13,606
18,933
12,944
227

22,008
6,137
－
－

73,855

事業所 投資の内容 投資額（千円）

神戸工場

蒸気配管保温工事
( 省エネルギー )

冷却塔インバータ化工事
( 省エネルギー )

600

950
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【環境包装プロジェクト】

　営業部門における環境負荷低減活動を支援すべく設置されましたのが 「環境包装

プロジェクト」 です。 環境包装プロジェクトでは、 営業活動をフォローするため、 「お

客様への環境負荷低減情報 （e 情報） の作成と提供」、 「環境負荷低減開発の推進」

等の活動を実施しています。 さらに、 環境負荷低減商品とは何かを明確にするため、

当社独自の評価基準の設定も行ってきました。 この評価基準に適合した商品には、

当社オリジナルエコマークを付与し、 営業の環境負荷低減活動の推進に寄与していま

す。 その効果も最近、 環境負荷低減商品販売額に明確に表れてきています。 今後、

さらにお客様の環境対応活動にお役に立てるよう、 「環境包装プロジェクト」 の役割

の幅を広げたいと考えています。

～現在の活動内容～

1. 「お客様への環境負荷低減の支援」 

   環境情報 『ｅ情報』 の作成と提供

   ステークホルダー情報収集 （ＣＳＲ情報含む） 

2. 社内イントラネット 「環境のページ」 運営

   情報の集約と管理

   資材課、 包装技術研究所の環境負荷低減活動のフォロー 

3. 社内勉強会の開催

   営業員を中心にした環境負荷低減商材の勉強会

4. 外部講習会等への参加

   外部講習会や展示会等への参加を通した環境情報の収集

【環境包装負荷低減商材の開発】

当社では、 包装技術開発研究所が毎年、 環境にやさしいパッケージを開発しています。

◆開発品のご紹介

＜粉体計量パウチ＞

　金属缶に対し、 チャック付スタンディングパウチは

重量を軽減できます。 更に、 折り畳むことが可能で

すので、 廃棄時に容積を削減できます。

　また、 スプーン単体で擦り切りによる計量ができる

ものを開発いたしました。  
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当社オリジナルの

エコマーク

目標値 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年２００９年２００８年
完成件数
商品名

１件 ５件 ５件 ２件 ４件
コスモ高速化 ① 液体パウチシーラントの薄肉化

② 吊り下げ型コスモパック
③ 自立型コスモパック
④ コスモ PTP コンパクト化
⑤ 生分解性プラ
　 滅菌ブリスター

① モイストチャッチ ALAL－PTP
② CAPパック
③ PLA ラミネート
④ エコボトル
⑤ ピールパウチ

① PLA ブリスター

② PTP アルミ蓋材

① 粉体計量パウチ
② GS PLA の包材としての評価
③ 植物由来 LLDPE
④ エルスマート

＜毎月発行されるｅ情報の一例＞
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４． 2013 年度の活動目標

項　目 2013 年度の取り組み 2013 年度の目標
CO2排出量削減 工場

１．節電活動の継続
２．太陽光発電の導入

2010 年比 3％削減 *1

オフィス
１．節電活動の継続
２．新たな節電活動の実施

2010 年比 30％削減 *1

廃棄物削減 １．サーマルリサイクルから
マテリアルリサイクルに変更できるか検討

２．工場での分別活動の徹底

2010 年比 6％削減

環境負荷低減商品
の開発

１．環境にやさしい包装商品の情報収集
２．開発テーマ件数のアップ

環境にやさしい包装商品を 9件以上開発

環境負荷低減商品
の拡販

お客様に「環境にやさしい包装商品」を
提案する

環境にやさしい包装商品を年間
10,000 万円以上販売

環境マネジメント
の推進

全ての目標が達成できるよう推進する 2013 年の環境目標の全目標が達成

環境に負荷の少な
い製品の製造

2012 年では取り上げていない包装機械の
稼働率・収率の向上活動を実施する

包装機械の稼働率・収率の向上

環境教育の推進 １．全社員へ向けた環境教育の継続
２．新たなテーマでの環境啓蒙を実施する

１．全社員を対象とした勉強会を年 2回実施
２．環境情報を年 3回社内報に掲載し、
啓蒙教育を行う

仕入先、委託先へ
の環境保全活動実
施の啓蒙

１．取引先への環境アンケートの送付の継続
２．委託先への環境啓蒙の継続

環境保全活動への取り組みが新たに 2社以上
増えている

法規制及び当社の
同意した環境上の
要求事項の順守

3ヶ月に一度の法規制改定調査と順守状況の
確認の継続

法規制の動向を常に注視し、
規制事項の順守を行う

業務効率化等プラ
ス側面への取組み

業務効率化に絡めて
コスト削減も含んだ活動を展開する

業務効率化により、環境保全の推進と
コスト改善の両立ができている

*1 ： 電力 ・ ガスについては、 それぞれ公表されている各社の CO２排出係数 （2010年版（調整後）） での評価結果による目標値です



包装材料包装材料包装材料

包装加工包装加工包装加工
包装機械包装機械包装機械

お客様
消費者

使用者新包装
形態
新包装
形態
新包装
形態




















